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東京2020大会「都市ボランティア」アンケート調査（１）
~応募動機、ボランティア活動への期待~

2020年1月15日～2月5日実施



調査概要と方法

調査時期 2020年1月15日から2月5日まで

調査対象

東京2020大会の関係自治体（10自治体）の都市ボランティア 17,204人
（札幌市、宮城県、福島県、茨城県、埼玉県、千葉県、横浜市、藤沢市、山梨県、
静岡県）
注）複数自治体の都市ボランティアに応募している場合は、いずれかの１つの自
治体から回答する。

調査内容
応募動機、ボランティアに期待する変化・成長、今後の活動
継続希望等

調査方法 インターネットによるアンケート調査

回 答 者 6,602サンプル（母数：17,204）（回収率38.37％）

東京2020大会「都市ボランティア」アンケート調査（１）~応募動機、ボランティア活動への期待~



自治体別の回答者
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基本属性(性別、年齢)

➢性別では、やや女性が多い

➢年代では、60代・50代が全体の約６割を占め、30代以下は少ない

10代
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20代

3.9%
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基本属性（職業）

➢職業では、勤め（全日）、勤め（短時間）が多い

自営業主
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家族従業（家事手伝い）
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17.0%
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0.9%
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自治体の選択理由(複数回答)

➢ 「自分が住んでいる自治体」「自分が住んでいる場所に近い自治体」等の地理的な要因がその選択に
大きく影響している
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自分が住んでいる自治体だったから

自分が住んでいる場所に

近い自治体だったから

自分とゆかりの深い自治体だったから

応援したい自治体だったから

都市ボランティアの活動場所として

魅力的な自治体だったから

自分の好きな競技が実施される

自治体だったから

非常にあてはまる ややあてはまる どちらともいえない あまりあてはまらない 全くあてはまらない

（％）

n=6,602



ボランティアの応募状況(複数回答)

➢大会ボランティアにも応募したのは全体の２割

（％）
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20.2％
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その他市区町村が独自で募集しているボランティアにも応募した

大会ボランティアにも応募した

都市ボランティア以外応募しなかった
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ボランティア経験・現在の活動頻度

➢現在のボランティア活動頻度は、ボランティア実施者の３割の方が年に10回以上

➢７割の方が年に１回以上のボランティア実施者

2~3年に1回

25.9%

年に1~9回

44.1%

年に10回以上

30.0%

ボランティア活動頻度:3区分

n=5,437



これまでのボランティア活動分野(複数回答)
➢ これまでのボランティア経験の活動内容は、子ども、まちづくり安全等が多い
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子どもを対象とした活動

まちづくりのための活動

安全な生活のための活動

自然や環境を守るための活動

健康や医療サービスに関した活動

高齢者を対象とした活動

災害に関係した活動

文化・芸術・学術に関係した活動

障がい者を対象とした活動

国際協力に関係した活動

行ったことがある 行ったことがない

（％）

n=6,602



スポーツボランティア経験・現在の活動頻度

➢ スポーツボランティアの経験者が全体の６割

なし

39.9%

あり

60.1%

スポーツボランティア経験

n=6,602



応募動機(複数回答)
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12.0％

13.1％

19.9％
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24.1％

26.7％

24.1％

29.0％

29.2％

28.9％

23.5％

22.4％

12.8％

1.1％

1.3％

1.2％

2.1％

3.3％

4.1％

5.3％
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7.1％

9.3％

18.1％

7.1％
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11.7％
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32.4％
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

東京2020大会の成功の一助になりたかったから

自分の視野を広げたかったから

人の役に立ちたかったから

やりがいのあることをしたかったから

オリンピック・パラリンピックが好きだから

様々な国の人と交流をしたかったから

自分の日常生活に変化をもたらしたかったから

東京2020大会の理念や価値観に賛同したから

新しい人と出会い、友達を作りたかったから

スポーツ全般に興味があったから

語学力を生かしたかったから

障がいのある人の社会参加の促進に貢献したかったから

キャリアにつながる経験をしたかったから

自分の住む街を紹介したかったから

観光案内をしたかったから

語学力以外のスキルや特技を生かしたかったから

一流のスポーツ選手に会えるかもしれないと思ったから

東京2020大会の公式ボランティアユニフォームなど、…

自分が行っているスポーツが含まれている大会に関わりたかったから

学校・ボランティア団体・NPO法人・…

非常にあてはまる ややあてはまる どちらともいえない あまりあてはまらない 全くあてはまらない

➢ 全体的な傾向として、人との関わりや出会い、自己の成長等、積極的な応募動機を持っている

n=6,602



年代別：応募動機（自分の視野を広げたかったから）
➢ 「自分の視野を広げたかったから」の項目において、10代、20代の「非常に当てはまる」への回答が他よりも特に高い結果となった
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61.7%

64.4%

61.4%

54.7%

49.3%

41.2%

12.5%

21.4%

33.1%

30.8%

32.3%

38.4%

39.4%

39.7%

2.9%

1.6%

3.3%

3.1%

4.1%

5.0%

8.4%

8.8%

0.7%

1.5%

1.1%

1.4%

1.1%

2.1%

1.5%

0.4%

0.3%

0.7%

0.7%

0.8%

0.8%

8.8%
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10代（n=272）

20代（n=257）

30代（n=329）

40代（n=1,039）

50代（n=1,786）

60代（n=1,975）

70代（n=876）

80代以上（n=68）

非常にあてはまる ややあてはまる どちらともいえない あまりあてはまらない 全くあてはまらない



年代別：応募動機（自分の日常生活に変化をもたらしたかったから）

➢ 「自分の日常生活に変化をもたらしたかったから」の項目において、10代、20代の応募動機が他よりも特に高い結果となった

57.0%

56.4%

47.1%

43.7%

38.4%

32.4%

29.9%

27.9%

32.7%

37.4%

33.1%

37.2%

41.7%

44.3%

44.9%

38.2%

7.0%

4.7%

12.2%

11.1%

12.5%

15.6%

15.8%

13.2%

2.2%

0.8%

5.5%

4.8%

5.7%

5.3%

7.3%

5.9%

1.1%

0.8%

2.1%

3.2%

1.7%

2.4%

2.2%

14.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代（n=272）

20代（n=257）

30代（n=329）

40代（n=1,039）

50代（n=1,786）

60代（n=1,975）

70代（n=876）

80代以上（n=68）

非常にあてはまる ややあてはまる どちらともいえない あまりあてはまらない 全くあてはまらない



年代別：応募動機（キャリアにつながる経験がしたいから）

➢ 「キャリアにつながる経験がしたいから」の項目において、10代、20代の応募動機が他よりも特に高い結果となった

60.7%

52.5%

30.1%

24.3%

17.7%

13.0%

15.0%

20.6%

27.6%

28.4%

30.4%

32.1%

30.9%

28.5%

28.8%

29.4%

8.1%

12.1%

20.1%

23.9%

28.8%

32.2%

25.9%

25.0%

2.6%

6.6%

13.7%

13.6%

16.0%

16.4%

20.1%

8.8%

1.1%

0.4%

5.8%

6.3%

6.6%

9.9%

10.3%

16.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代（n=272）

20代（n=257）

30代（n=329）

40代（n=1,039）

50代（n=1,786）

60代（n=1,975）

70代（n=876）

80代以上（n=68）

非常にあてはまる ややあてはまる どちらともいえない あまりあてはまらない 全くあてはまらない



ボランティアに期待する変化・成長
➢ 「積極的に声をかけられる」「コミュニケーション力」「国際性、協調性」の向上など、都市ボランティアを経験することによって、積極的なコミュニケーションが
図れるようになることにへの期待変化が大きい

➢ 「障がい者への理解が深まること」「障がい者へのサポートができるようになること」といった障がい者への対応スキル獲得への期待も大きい

40.9%

39.6%

39.0%

33.7%

33.2%

19.6%

15.7%

45.8%

43.5%

45.7%

48.5%

48.3%

35.6%

32.4%

9.5%

12.1%

11.7%

13.4%

14.3%

31.9%

36.2%

2.8%

3.4%

2.4%

3.1%

2.8%

9.5%

10.1%

1.1%

1.4%

1.2%

1.4%

1.5%

3.4%

5.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

コミュニケーション力が高まること

国際感覚が高まること

協調性が高まること

障がい者への理解が深まること

障がい者へのサポートができるようになること

リーダーシップが高まること

性的マイノリティへの理解が深まること

非常にあてはまる ややあてはまる どちらともいえない あまりあてはまらない 全くあてはまらない n=6,602



ボランティアに期待する変化・成長:年代別
（コミュニケーション力が高まること）

➢「コミュニケーション力が高まること」の項目において、10代、20代の期待する変化・成長が他よりも特に高い結果となった

66.9%

60.3%

43.5%

39.0%

39.3%

37.2%

39.7%

42.6%

27.6%

36.2%

42.6%

46.2%

46.5%

48.4%

48.2%

38.2%

5.1%

3.1%

8.8%

10.1%

9.9%

10.4%

8.8%

13.2%

0.4%

0.4%

2.4%

3.0%

3.6%

2.9%

2.4%

2.7%

1.7%

0.8%

1.1%

0.9%

5.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代（n=272）

20代（n=257）

30代（n=329）

40代（n=1,039）

50代（n=1,786）

60代（n=1,975）

70代（n=876）

80代以上（n=68）

非常にあてはまる ややあてはまる どちらともいえない あまりあてはまらない 全くあてはまらない



年代別:ボランティアに期待する変化・成長
（障がい者への理解が深まること）

➢「障がい者への理解が深まること」の項目において、10代、20代の期待する変化・成長が他よりも特に高い結果となった

57.4%

47.5%

38.0%

32.0%

33.6%

29.8%

31.8%

32.4%

34.9%

45.1%

43.2%

47.9%

47.9%

51.4%

51.0%

44.1%

6.6%

4.7%

12.5%

14.6%

14.1%

14.5%

12.7%

13.2%

0.7%

1.6%

3.3%

3.4%

3.4%

3.2%

3.0%

2.9%

0.4%

1.2%

3.0%

2.1%

1.0%

1.1%

1.5%

7.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代（n=272）

20代（n=257）

30代（n=329）

40代（n=1,039）

50代（n=1,786）

60代（n=1,975）

70代（n=876）

80代以上（n=68）

非常にあてはまる ややあてはまる どちらともいえない あまりあてはまらない 全くあてはまらない



年代別:ボランティアに期待する変化・成長
（障がい者へのサポートができるようになること）

➢「障がい者へのサポートができるようになること」の項目において、10代、20代の期待する変化・成長が他よりも特に高い結果となった

57.4%

51.4%

34.7%

34.0%

33.7%

28.7%

29.2%

23.5%

33.8%

40.9%

45.3%

46.6%

48.2%

52.1%

49.9%

45.6%

7.4%

5.4%

13.1%

14.5%

14.2%

15.3%

16.7%

17.6%

1.5%

1.2%

4.3%

3.0%

2.9%

2.7%

2.7%

1.5%

1.2%

2.7%

1.9%

1.1%

1.2%

1.5%

11.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代（n=272）

20代（n=257）

30代（n=329）

40代（n=1,039）

50代（n=1,786）

60代（n=1,975）

70代（n=876）

80代以上（n=68）

非常にあてはまる ややあてはまる どちらともいえない あまりあてはまらない 全くあてはまらない



年代別:ボランティアに期待する変化・成長

➢「協調性が高まること」の項目において、10代、20代の期待する変化・成長が他よりも特に高い結果となった

72.1%

59.1%

43.5%

38.9%

35.6%

33.9%

39.2%

42.6%

23.9%

33.5%

38.0%

44.8%

46.8%

50.0%

49.1%

35.3%

3.3%

5.4%

12.2%

12.1%

13.7%

12.7%

9.7%

7.4%

0.7%

0.8%

4.0%

2.5%

3.1%

2.1%

1.5%

7.4%

1.2%

2.4%

1.7%

0.8%

1.2%

0.6%

7.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10代（n=272）

20代（n=257）

30代（n=329）

40代（n=1,039）

50代（n=1,786）

60代（n=1,975）

70代（n=876）

80代以上（n=68）

非常にあてはまる ややあてはまる どちらともいえない あまりあてはまらない 全くあてはまらない

（協調性が高まること）



年代別:ボランティアに期待する変化・成長（リーダーシップが高まること）

➢「リーダーシップが高まること」の項目において、10代、20代の期待する変化・成長が他よりも特に高い結果となった

52.9%

39.7%

27.4%

20.7%

16.7%

13.7%

18.2%

26.5%

30.9%

35.4%

28.9%

32.6%

34.8%

38.1%

39.0%

36.8%

11.4%

15.6%

25.8%

31.9%

33.8%

36.2%

32.6%

25.0%

4.0%

7.4%

12.2%

10.8%

11.3%

8.4%

8.1%

4.4%

0.7%

1.9%

5.8%

4.0%

3.4%

3.6%

2.1%
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30代（n=329）

40代（n=1,039）

50代（n=1,786）

60代（n=1,975）

70代（n=876）

80代以上（n=68）

非常にあてはまる ややあてはまる どちらともいえない あまりあてはまらない 全くあてはまらない



当日の不安事項
➢ 「運営側の暑さ対策」「活動当日の天候」に不安を抱えている人が多い

➢ 「配置される場所」「障がいのある人へのサポート」についても不安を抱えている人がやや多い
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運営側の暑さ対策

活動当日の天候

配置される場所

日本語以外でのコミュニケーション

活動内容

一緒に活動するメンバー

障がいのある人へのサポート

自分のボランティア経験

移動の手段（車、公共交通機関）

自分の体力

宿泊場所の確保

家族・職場の理解・協力

大いに不安 やや不安 どちらともいえない あまり不安ではない 全く不安ではない
n=6,602

（％）



年代別：当日の不安事項（配置される場所）

➢ 「配置される場所」については、年代が若いほど不安を感じている割合が高い
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70代（n=876）

80代以上（n=68）

大いに不安 やや不安 どちらともいえない あまり不安ではない 全く不安ではない



年代別：当日の不安事項（一緒に活動するメンバー ）

➢ 「一緒に活動するメンバー 」については、年代が若いほど不安を感じている割合が高い
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大いに不安 やや不安 どちらともいえない あまり不安ではない 全く不安ではない



事前準備

24.7％

59.9％

8.4％

1.0％

6.0％

大会開催までの間に準備としてボランティア活動を行いたいか

ぜひ行いたい できれば行いたい あまり行いたくない まったく行いたくない 行いたいかわからない

n=6,602

➢ 大会開催までに85％の方が事前準備としてボランティア活動の経験を希望している



大会後の意向

31.2％

57.7％

2.3％

0.3％

8.4％

大会後もボランティア活動を続けたいか

ぜひ続けたい できれば続けたい あまり続けたくない

まったく続けたくない 続けたいかわからない

n=6,602

➢ 大会後も約９割の方がボランティア活動の継続を希望している



結果の概要

➢回答者の応募動機、期待・変化から、非常に高いモチベーションを持った方々が多数応募してい
ることが明らかになった。

➢ その中でも10代、20代における高いモチベーション、期待・変化が顕著である。

➢ 10代、20代の当日の活動不安の高さが顕著であった。

➢ 85％の方が、事前準備のためのボランティア活動を希望している。

➢約９割の方が大会後のボランティア活動の継続を希望している。


